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高値が続く原油の需給バランス 

原油価格（WTI 期近物）は 6 月中旬以降、イラク情勢が急速に緊迫の度を増したこ

とを受けて上昇し、1 バレル＝106 ドル近辺で推移した（第 1 図）。しかし、7 月 2

日、リビアで反政府勢力が制圧していた主要石油ターミナルが同国政府に引き渡され

る決定を受けて供給再開見通しが高まったことから、原油価格は軟化し、7 月 15 日に

は 99 ドルと 2 ヵ月振りに 100 ドルを割った。その後、ウクライナ情勢を巡る地政学

リスクの強まりを受けて原油価格は 104 ドル台に上昇したが、足元では 100 ドル近辺

で推移している。 

 

4 月以降、原油価格は 100 ドルを上回る高値圏で推移している。ウクライナやイラ

ク、リビアの情勢緊迫による地政学リスクの高まりを受けて、原油先物市場における

投機筋の買い越し額は過去最高水準に積み上がっている。こうした投機資金の流入が

原油価格を押し上げた模様だ。 

世界の原油需給バランスをみると、4～6 月期の原油需要はアジアを中心に増加した

が、米国のシェールオイル増産を受けて供給全体も増加した。石油輸出国機構（OPEC）

の生産量は日量 3,000 万バレルと、1～3 月期に続き生産目標と同じ水準だった。OPEC

は、高値圏にある原油価格と米シェールオイル増産動向を考慮し、目立った生産調整

を行なわなかったとみられる。こうした結果、4～6 月期の世界の需給バランスは供給

超過となっており、超過幅は前期から縮小しているが、価格への影響は小さかったと

見込まれる（第 2 図）。 

リビアについては供給懸念がひとまず後退したが、イラクとウクライナ情勢への警

戒感は根強く、原油価格は当面強含みで推移すると見込まれる。世界景気は回復傾向

にあるがそのペースは緩やかであり、原油高の景気・物価への影響を注視する必要が

ある。 
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第1図：原油価格（WTI期近物）の推移
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第2図：原油価格と世界の原油需給バランス
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照会先：三菱東京 UFJ 銀行 経済調査室  宮城  充良 mitsuyoshi_miyagi@mufg.jp 
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